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（題字 時浮 貢 学長）
第392号
（平成9年8月号）
盟盟国立文学共同研究センター専任教官会議
企 第10回国立大学共同研究センタ一専任教官会議で説明する林文部省学術国際局研究助成
課研究協力室長 （平成9年8月7日：名鉄トヤマホテル）
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己完）�l!)
（政 令）
O大学の教員等の任期に関する法律の施行 期日を定める
政令 （261) （平 9. 8. 22 官 報第2207 号）
0文部省組織令 の一部を改正する政令 （262) （向上）
（省 令）
0大学の教員 等の任期に関する法律第3条第 1項 等の規
定 に基づく任期に関する規則 に記載すべき事項及び同
規則の公表の方法 に関する省令 （文部33)
（平 9. 8. 22 官 報第2207号）
0大学の教員等の任期に関する法律第 6 条の規定 に基づ
く大学共同利用機関等の職員のうち専ら研究又は教 育
に従事する者の任期に関する規則を定める手続及び任
期を定める手続 に関する省令 （同34) （向上）
0国家公務員共済組合法施行規則の一部を改正する省令
（大蔵町） （平 9. 8. 28 官 報第2211号）
0日本体育・ 学校健康センタ一法施行 規則の一部を改正
する省令 （文部36) （平 9. 8. 28 官 報号外第17 4号）
���［！） 
異動区分 発令年月日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 廿dで・
採 用 9. 9. 1 i事j篤い づみ 教務補佐員（人文学部・ 理学部）
’F 近藤 俊彦 事務補佐員（附属図書館情報 サービス課）
イシ 大岸 里美 ，， ，， 
，， 尾下 茂敏 ，， ，， 
，， 安部 公 子 ，， ，， 
，， 島 先 厚至 ，， ，， 
，， 大橋 正浩 ，， ，， 
，， 高瀬 雅美 ，， ，， 
昇 任 9. 9. 1 二村 文人 助教授（人文学部） 教 授（人文学部）
首干・ 職 9. 8. 31 宇野 斉 助教授（経済学部） 辞 職
退 職 9. 8. 29 西本由紀子 教 諭（教育学部附属中学校） 平退職
成9年8月28日限り任期満了により
育児休業 9. 8. 29 岩田万里子 教 諭（教育学部附属中学校） 職務に復帰した
ぞシ 織田 松美 助 手（経済学部） 育児休業（～10. 7 . 2 ) 
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国立大
学共同
研究セ
ンター
専任教
官会議
を開催
地j或共同研究センターでは， 第10回国立大学共同研究
センター専任教官会議を当番校として， 去る 8 月 7 日（木）・
8日（金）の2日間にわたり名鉄トヤマホテルで開催しまし
た。
この会議は， 豊橋技術科学大学， 長岡技術科学大学を
含む全国の53国立大学で 構成されており， 46大学の専任
教官 と， 文部省から学術国際局研究助成課林研究協力室
長の出席がありました。
会議では， 林研究協力室長から「学術研究 における社
会的協力・ 連携の推進」 に ついて説明があり， 続いて 3
編制に 分かれて「専任教官の職務及び役割と評価に つい ... 全｛本会議
て」， 「専任教官会議のあり方と今後の方向に ついて」，
「産学官連携の現 状及び問題点と推進方策についてjのグループ討論会で 協議のあと， 全体会議では， 活発な意見交換
が行われました。
公開講座『光と色の世界』を開講
平成9年度富 山 大学公開講座『光と色の世界jを ， 7 
月 31日（木）・ 8 月 1日（鎚の 2 日 間 にわたって工学部で開講
しました。
この公開講座は， 富 山県内の中学生を対象にして， 科
学技術の重要 さ， 素晴らし さ， 興味を 持つことが いか に
大切であるかを知ってもらい， 理工学系 分 野への関心を
高めることを 目的に， 平成7 年度から毎 年夏休み期 間中
に 開講しています。
今回は， 「光と色」をキーワー ド に 「自然のしくみ に
目を向け， 観察と実験を通じて科学 する楽し さを体験 す
る 」ことをテーマとし， まず全体講義を行 い， その後 6
講座に 分かれて体験学習を行 いました。 体験学習では，
講師の先生や大学院生の指導のもと に ， 中学生たちが最
新のコンピュータや学校では見ることのできない笑験 装
置等を使って， 真剣な眼差しで課題に 取り組ん でいまし
T・，』。
受講した中学生は， 今回の受講でいろんな刺激を感じ，
ますます理科 に 興味をもったようで． 「ちょっと難しかっ
たけど， 普段体験できないことを体験できてよかった。 」
とか「コンピュータグ ラフィックスで， いろんなこ とカf
簡単に 再現できたので興味がわいた。 」などの感想を話
していました。
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企 「光で物を測るJ
（機械知能システム工学科 吉川教授）
企 「限と光の世界」
（知能情報工学科 中嶋助教授）
企 「植物が畷収する光j
（物質生命システム工学科 長奇川教授）
企 「コンビュータで色をつくるj
（電気電子システム工学科 堀田講師）
企 ［動物が色をみるしくみJ
（知能情報工学科 袋谷教授）
企 「植物の色を見るJ
（物質生命システム工学科 井上教捜）
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学校図書館司書教諭講習を実施
平成9年度学校図書館司書教諭講習が， 去る 8 月 1 日
（鉛から12日（刈までの 8日間， 教育学部大会議室にお いて
行われました。
こ の講習は， 学校図書館の専門的職務 に携わる司書教
諭を養成するため， 文部大臣の委嘱を受けて実施 するも
ので， 本年は85人の受講者があり， 現職教員79人（富 山
県内76人， 他 県 3 人） ， その他 6 人でした。
受講者たちは， 今後の学校図書館の運営に役立てよう
企 学校図書館司書教諭講習
と， メモを取りながら熱心に受講していました。
なお， 講義内容及び講師は次のとおりです。
. 8 月 1日幽， 4日（月）「学校図書館の利用指導j （富
山女子短期大学非常勤講師 村上和子）
. 8 月 5日ω～ 8日幽「図書の整理J （富 山 大学附属
図書館専門員 秋元園男）
. 8 月 1 1日明）～12日伏）「図書以 外の 資料の利用」（富
山 大学教育学部教授 黒柳晴夫， 同講師 堀田龍也）
.... 熱心に講習を受ける受講生
＞富山大学説明会（名古屋市会場）を開催 ＜
今年で 5回目となる学外での大学説明会を， 去る 8 月
1 日（金jに 名古屋市内で開催しました。
当日午前中は， 高校の進路指導担当教諭への説明， 午
後は本学を 目 指 す高校生及び父母などへの説明を行 いま
した。
進 路指導担当教諭の説明会では． 大学概要及び各学部
の説明を行 い， その後の質疑応答や個別懇談では， 活発
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な意見交換が行われました。
午後は， 大学概要や各学部の説明 に 加え， 大学紹介ビ
デ オの上映を行 い， 最後に 各学部教官 との個別懇談を行
いました。
個別懇談では， 来年度の入試概要や各学部の特徴など
について活発な質疑応答が行われ， 熱心に メモをと る 姿
が見受けられました。
平成 9年9 月発行 品ム.＜，ザー 幸日
東海・北陸地区国立学校等教室系技術職員合同研修を実施
平成9 年度東海・北陸地区国立学校等教室系技術職員
合同研修（装置開発コース） を， 去る 8月27日（秘から 29
日（鉛までの 3日間， 黒田講堂会議室及び工学部を会 場と
して実施 しました。
こ の研修は， 東海・北陸地区全体の教室系技術職員の
資質の向上を図るとともに技術職員相互の交流を 目 的と
したもので， 9 機関23名が受講し， 講義， 実習 ， 施 設 見
学と， ややハードな日程ではあったが， 参加者は熱心 に
メモを取ったり， 活発に質問するなど有意義な研修 会 と
なりました。
なお， 日程及び受講者は次のとおりです。 企 講義 「放電加工J
第392号
平成9年度東海・北陸地区国立学校等教室系技術職員合同研修（装置開発コース）日程表
9 ・：00 10：・00 11:00 12 ：・00 13 ：・00 1 4：・00 15：目00 16：・00 17:00 
30 30 
1ζ '- 開写オ 講 義 休
第1日目 ｜ エ真／、 「CAD/CAM
8月27日 システム」t最l （側不二越 技術開発部（水） ン 電子技術部 部長ヨ
付 ｜式影ン 老田和郎 面，也白、
実 習 i休Aグループ（ 3班編成）
第2日目 「歯車の製作と測定j
富山大学工学部助教授 伊藤紀男
4・ 4・ 4・ . .・ ・... .. ー ー ー ー ・・ 4・・晶晶．．晶晶4・．． ....... .. .... .. 4・ ・ 4ト4・4・ ・ ・ 4・ 4・ 4・ ー・・・・・・ー・
8月28日 Bグルーフ．
（木） 「ワイヤ放電加工とCAD/CAMJ
富山大学工学部助教授 小原治樹 舌，u自a ・勝平二盤投開発部電子技帝都主在日究員 結城由治
講 義 講 義 休
第3日目 「材 料」 「メカトロニクスj
8月29日
富山大学工学部教授 富山大学工学部教授（金）
松木賢司 小泉邦雄｜想
30 
講 義 講 義 講 義
「服 務J 「安 全 管 理」 「放 電 加 工J
富山大学庶務部 茨城大学教育学部教授 富山大学工学部助教授 ｜
人事課長
青木正克 浅井昭一
実 習
Aグループ（ 3班編成）
「歯車の製作と測定」
富山大学工学部助教授 伊藤紀男
Bグループ
「ワイヤ放電加工とCAD/CAMJ
富山大学工学部助教授 小原治樹
勝二餓開発縞干柿恒間究員 結城由j台
施設見学
「株式会社 不二越J
富山市不二越本町1 - 1 - 1 
TEL 0764-23-511l 
小原治樹 ｜
閉
講
式
意
見
〆チで、
換
ぷ·iコ、( 
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講 者 名
簿
番号 機 関 名 所 属 氏 名 備 考
1 岐 阜 大 寸且ι一 工学部技術部 大 本 憲 一
2 静 岡 大 且寸ιー 工学部 佐 原 和 芳
3 ，， ，， 岩i畢 充 �l、
4 筑》 教育学部 乗 原 真由美
5 名 古 屋 大 学 工学部・ 工学研究科 御 厨 照 明
6 瀬 欄 明，， ,, 
7 ，， 科診 熊 浮 克 芳
8 ，， 島〉 鷲 見 高 雄
9 名 古 屋 工 業 大 学 計測 分析センター 井 村 仁 美
10 ，， 機械 工学科 田 中 宏 和
11 一 重 大 十
且ι 工学部 堀 場 映 次
12 ，， ，， 高 橋 正 浩
13 今 ，， i事 井 秀 樹
14 岡崎国立共同研究機構 分 子科学研究所技術課 水 谷 伸 雄
15 金 沢 大 ナ,,,_ 工学部 久 保 栄
16 。 ，， 呂 岸 目回 彦
17 干高 井 大 寸)U一－ 技術部第一技術室 ＝口I= 田 宣 美
18 ，， イシ 河 野 信 夫
19 昌 山 大 寸品ιー 工学部 大 山 達 雄
20 ，， ,, 藤 同 和 典
21 ，， 砂 二 宮 英 治
22 ，， ，， 中 尾 良 行
23 ，， ，， 友 坂 敏
渡航の種類 所 属 1裁 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
外 国 出張 理 学 部 教 授 小 島 畳
ノ ル ウ ェ ー 「北極におけるポリニア 域の生態
9. 8. 4 
ス ウ ェ ー テ． ン 系変動の研究」に関する 資料収集，
野外調査 9. 8. 20 
メ キ ン コ 9. 8. 7 
教育学部 教 授 丹 羽 洋 介 ポ jレ ト すf lレ 先 史壁画及び現代壁画運動に関す
ス イ る研究ノて ン 9 . 10. 4 
理 学 部 助教授 塩 原 肇 パプア・ニューギニア 海底地震観測の準備と設置作業及
9. 8. 8 
び研究打合せ
9. 8. 3 1  
，， 助 手 辻 瑞 樹 ド イ ツ 国際行動学会議に出席， 研究発表，
9. 8 . 10 
オ ー ス ト リ ア 研究打合せ 9 . 9 . 3 
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渡航の種類 所 属 月哉 氏 名 渡 航 先 固 目 的 期 間
第 7 回F CF P国際会 議に出席，
9. 8 . 10 
外 国出張 工 学 部 教 授 島 崎 長一郎 中華人 民 共 和 国 研究発表， 研究打合せ等
9. 8. 21 
水素同位 トリ チ ウム取扱い・制御技術に関 9. 8 .11 
体機能研 教 授 松 山 政 夫 ア メリ カ合衆国 する日米ワークショップに出席，
究センター 研究打合せ 9. 8 .19 
第 8回微分方程式 に関する国際コ
9. 8 .14 
理 学 部 助 教授 藤 田 安 啓 フ jレ ガ「 ア ロキウムに出席， 研究発表
9. 8. 25 
ド イ ]CPA R国際会 議に出席． 研究
9. 8 .14 
工学 部 助 教授 長 谷 博 行 ツ連 必口〉． 王 国 発表， 研究打合せ等 9. 8. 27 
第29回国際地震学・ 地球内部物理 9. 8 .18 
理 学 部 教 授 川 崎 一 朗 ギ
、 ン ヤ 学連合総会 に出席． 研究発表， 研
究打合せ 9. 9. 1 
第10回高電圧工学国際会 議に出席，
9. 8. 24 
工 学 部 教 授 池 田 長 康 カ ナ ダ 研究発表， 研究打合せ， 資料収集 9. 9. 2 
Number Theory and Dynamical 9. 8. 29 
，， 助 教授 江 上 繁 樹 連 ぷ口》、 王 国 Systems国際会 議に出席， 研究発
表 9. 9. 7 
歴史時代における世界の気候変動
9. 8. 3 1  
教育学部 助教授 田 上 善 夫 ス イ ス の研究 9 . 10. 3 1  
東北ア ジ ア 地域の平和と発展に関 9. 8. 1 
j毎外 研 修 経済学部 助教授 木 幡 伸 二 中華人 民 共 和 国 する国際シンポジウムに出席， 研
究打合せ等 9. 8 .14 
マカオにおけるバレーボール・ イ 9. 8. 4 
教育学部 教 授 西 川 友 之 マ カ オ ベントの実状とその経営に関する
調査研究 9. 8 . 12 
大 韓 民 国
バレーボール世界大会 におけるア 9. 8. 5 
，， 助教授 布 村 忠 弘 ジア各国のドーピングコントロー中華人 民 共 和 国 ルの現状についての 調査研究 9. 8 .18 
フ イ ン ラ ン ド SG A学会 に出席， 研究発表， 研 9. 8. 5 
理 学 部 教 授 堀 越 叡 ロ ン ア
ド イ ツ 究打合せ等 9. 8. 28 
「日中地理学の現状と課題jに関
9. 8. 7 
経済学部 教 授 中 藤 康 俊 中華人 民 共 和 国 する研究会 に出席， 報告等
9. 8. 20 
第 7 回FCF P国際会 議に出席，
9. 8 . 10 
工 学 部 助教授 諸 橋 昭 一 中華人 民 共 和 国 研究打合せ， 資料収集
9. 8. 21 
外国人 ドレスデン工科大学等における研
9. 8 .15 
人文学部 教 師
ローベ・ザビーネ ド イ ツ 究打合せ及び文献収集
9. 9. 25 
世界政治学連合世界会議（IP S 
9. 8 .16 
教育学部 教 授 佐 藤 幸 男 大 韓 民 国 A） に出席， 資料収集
9. 8. 27 
ド イ ツ
中世写本挿絵調査及び中世美術 史
9. 8. 20 
助教授 鼓 みどり ス イ ス，， フ フ ン ス
連 止仁�、 王 国 文献資料収集 9. 8. 26 
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渡航の種類 所 属
海外 研（｜多 経済学部
人文学部
工学 部
人文学部
教育学部
経済学部
〈住所変更〉
部 局 名
人 文 且寸
Lー
音日
，， 
教 育 寸λu，ー 音日
，， 
，， 
最圭 1斉 寸A以，ー 音日
理 学 百＂II
〈改 姓〉
部 局 名
教 育 学 部
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職 氏 名 渡 航 先 国 日 的
「環日本海隣接地域の消費者行態J
教 授 中 島 信 之 大 韓 民 国 に関する共同研究， 資料収集
全米政治学会 に出fit， 日本におけ外国人 朱 継 征 ア メリカ 合衆国教 師 る中国語について発表， 資料収集
第214回アメリカ化学 会 に出席，
助 手 米 山 嘉 治 ア メリカ 合衆国 研究発表， 研究打 合せ
イルクーツク大学 における研究資外国人 ロゴーズナヤ・ニーナ ン 連 邦ロ ア 料の収集教 師
ポ ー ラ ン ド バレーボール・ イベント の実状と
教 授 西 川 友 之 その経営に関する調査研究ア メリカ合衆国
助教授 白 石 俊 輔 フ フ ン ス 微分不可能最適化に関する研究
昌司）［！）［］｝
官 職
教 授
（ヨーロッパ言語士It)
助 教 授
（文化環境論）
教 論
（附属小学校）
’シ
，， 
’シ
（附属中学校）
助 手
（企業関係法）
教 授
（数理解析）
官 職
教 諭
（附属小学校）
氏 名
山 本 孝
竹 内 i京
斉 藤 ひとみ
草 野 岡1
城 石 和 良
佐 藤 裕 子
東 川 和 夫
氏 名
斉 藤 ひとみ
！日 姓
主主同1 木
期 間
9. 8. 20 
9. 9 .17 
9. 8. 25 
9. 9. 5 
9. 8. 27 
9. 9 .13 
9. 8. 29 
9. 9 .16 
9. 8. 31 
9. 9. 22  
9. 8. 31 
10. 8. 30 
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’恥t－ 一 － － ロ
報
富山大学名誉教授
本学 名誉教授奥田平八郎氏が， 平成9年8月25日に
逝去 されました。 享年66歳。
同氏は， 昭和31年3 月東京大学大学院人文科学研究
科修士課程を修了し， 同31年 4 月 金沢大学法文学部助
手 に採用 され， 同3 2年 4 月同大学法文学部講師． 阿部
年 5月同大学法文学部助教授， 同39年4月清泉女子大
学助 教授． 同45年 4 月同大学教授を経て， 同49年 4 月
本学教養部教授 に就任され， 同53年 5月人文学部 に 配
置換となり， 平成9年3 月31日限り停年により 退職 さ
れました。 この間， 教授として20数年間意欲的 に教育
研究活動に 取り組み幾多の業 績をあげるとともに学部
の改組及び大学院人文科学研究科修士課程の設置等 に
尽力し富山大学の充実発展に貢献されました。 これら
の功績 により， 同 9年 4 月富 山大学 名誉教授の称号が
授 与されました。 本学 退職後も 引き続き同大学非常勤
講師として学生の教育 に専念されており ま した。
奥田平八郎氏逝去
この間＇ 41年の永き にわたり， 詩的， 芸術的 感受性
をもち人生 について深く考える素質をもった英語の教
育者として期待できる人材の育成に務められ， 多数の
有為な人材を養成し， 研究者． 教育者として社会 に送
り出 されました。
また， 学内においては， 学寮補導委員会委員， 共通
1 次学力試験実施委員会委員， 入学試験関係委員会 委
員． 教務委員会委員等富山大学の運営のため幾多の委
員を務められ大学の発展に寄 与されました。
一方． 学術研究面では， 中世の神秘思想、， 新プラト
ニズム， ロマン主義を貫く「文学と 愛の神秘」に関わ
るものであり ， ロマン派の行情詩及び物語詩の研究よ
り出発し， その後， ロマン主義の研究を深めると共に，
17世紀形而詩， シェイクスビア ， マロリー， 14世紀神
秘思想へ と研究を発展させられ． その成果は学会 にお
いても高く評価されています。
さらに同氏は， 日本英文学会 ， 同学会中部地方支部，
日本中世英語英文学会及びイギリス・ロマン派学会 会
員として永年にわたって研究活動を行い， 平成3 年 4
月より同 7 年3 月までの 4 年間日本英文学会中部地方
支部理事を務める等学会の発展に大きく貢献されまし
7・S 』 。
ここ に同氏の御功績を偲び顕彰するとともに， 御冥
福を祈り， 謹んで哀悼の意を表します。
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本 部
8 月 1 日 富山 大学説明会（愛鉄連厚生年 金基金会館
名古屋）
22 日 第 21回北陸地区会 計事務担当者連絡協議会
（ 福井医科大学）
26日 平成10 年度入学者選抜大学入試センター試験
入試担当宥連絡協議会（サンピア 岐阜）
27 fl 寓山間学生等交流推進会議幹事会
27日、29日 平成 9 年度東海 ・北陸地区国立学校等教室系
技術職員合同研修（装置開発コース）
教 育 学 部 1
8 月 1 日～12 H
、l九成9 年！史学校図書館司書教諭講習
29 日 附属小学校及び附属中学校第 2 学期始業式
理 ぷ邑→ー
引」
8 月15日 学科長会議
20 日 人事教授 会
じ 学 部
8 月 1 日 学部国際交流委員会
4 日 情報処理委員会（ 仮称）
学生生活委員会
図書委員会
11 日 教室の一時使用に関する検討会
12 目 安全委員会
22 日 情報処理委員会（ 仮称）
27 日 安全委員会
29 日 北陸三大学工 学部スポーツ交換会（ 金沢大学）
地域共同研究センター ｜
8月7 日～ 8 日
第10回国立大学共同研究センター専任教 官 会
議（名鉄トヤマホテル）
生涯学習教育研究センター 1
8月4 日 東海・北陸地区放送利用の大学公開講座第 5
団連絡会議（名古屋大学）
23 日～10月25日
富 山 大学公開講座 「地球 ・環境・21世紀j
［！）�[I� 
人事院勧告の概要
平成9年8 月4日， 人事院は国会と内閣に対し， 国家公務員法， 一般職の職員の給与に関する法律， 一般職の職員の
勤務時間， 休暇等に関する法律及び一般職の任期付研究員の採用， 給与及び勤務時間の特例 に関する法律の規定に基づ
き． 一般職の職員の給与等について報告し， 併せて給与の改定について勧告しました。
給 与勧告の骨子及び本学関連の俸給表は， 以下のとりです。
- 12 -
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給 与 勧 告 の 骨 子
I 給与改定
1 官民較差
(1）較 差 3,63 2円 1.0 2% （内訳 本較差 0.90% 遡 及改定 分 0.1 2%)
(2） 配 分 俸給 3,075円 諸手当 366円 はねかえり 分 191円 計 3,63 2円
2 改定の内容
〔行 政戦（ ）ー・（二） 現行給 与 356,424円 平均年齢39.8歳〕
(1）俸 給 表：昇給 カー ブの「早期立ち上がり 型Jへの修正の継続
① 行 政職（ー ）の初任給 （勤務地に応じて 調整手当を加算 ）
I種 183, 200円（現行 181,400円） E種 173,000円（現行 171,000円） E種 140,700円（現行 139,300円）
② 行 政職（ー ） 中 堅層の改善に重点 引上率0.4%～1.4%（平均 1.0%)
③ 各俸給 表 行 政職との均衡を基本に 改定 刑務官 ， 看護婦等に配慮
(2）手 当
① 扶養手当 ・高校生， 大学生等の子がいる場合の加算額 1 人につき3,000円→4,000円
－扶養親族でない配偶者を有する場合の 1 人 目 の子等 5,500円→6,500 円
② 特 地勤務手当等 ・手当額の累増を抑制する算定方法に変更(1/ 2を定額 化 ）
－特地勤務手当に準ずる手当の 支給 割合の上 限の 引上げ 4/100 →6/100 
① 期末 ・勤勉手当 年間 支給 割合5. 20月分→5. 25月分（ 3 月期の期末手当0.50月分→0.55月分 ）
勤務実績等をより適切に反映させるための措置
ア 管理職職員の期末手当の一部を勤勉手当に 振替え 0.4月分
イ 勤勉手当の成績率の幅の拡 大 40/100～90/100→O～1 20/100 （一般 ）
ウ 指定戦職員の期末手当について懲戒処分者等への減額 措置の導入
④ ハワイ州観測所勤務手当の新設 ～ 圏外勤務の経済的， 精神的負担等への対処
（ 国立天文台） ・俸給等の 8 割
⑤ 医師の初任給 調整手当 ・医療職（ ）ー 最高 307,500円→31 2, 200円
－医療職（ー）以外（医系教官等 ） 最高 51,100円→ 51,400円
⑤ 宿日 直手当 一般の宿 日直 3,600円→3, 800円 業務当 直 最高 6,600円→6,800円 など
3 実施時期
平成9 年 4 月 1 日（任期付研究員俸給 表 平成9 年6 月4日， 期末・ 勤勉手当（ア ・ ウ） 及び 宿 日直手当 平成
10年1 月1 日． 特 地勤務手当等 平成10年4月1日）
4 給与制度の改善方向
高齢化の進展． 民間の 賃金制度動向， 職務の複雑 化等に留意
職務を基本に能力・ 実績を重視した給与体系への転換 ， 専門職の適正な処遇の 確 保等
-13 -
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II 公務運営の改善一一新たな時代に対応した人事管理
幸日
現行の人事管理について 制度・ 運用の両面 にわたり全般的 に見 直し
今後， 更に広く関係者の意見も踏まえて検討を進め， 速やかに成案を得られるよう努める
1 柔軟な採用ー 昇進管理等
第392号
。 内外の学位取得者や民間企業経験者等、 部内育成では得られない高度の専門性や多様な経験を有する者を確
保するため， 給与等の処遇を含む弾力的な採用システムを整備 一平成10年度実施めど
本省庁課長級以上への昇任等の審査・ 選考 に当たって， 人事交流等の経験を重視。民間等から幹部職員 に採用
する場合の取扱い についても検討 平成10年度実施めど
能力・ 適性等に基づく人事管理を徹底する一環として H種. III種等採用職員の幹部職員への登用を推進す
るための早期選抜 に活用できる措置等を検討 一平成11年度実施めど
。 高度の専門的能力を有する職員 について 個人の能力と成果を反映させる処遇の枠組み， 弾力的な勤務形態を
検討。 人材育成のため， 博士号の取得機会の付与等を検討
2 再就職規制の見直しと在職期間の長期化
。 営利企業への再就職 に関し， 局長以上の幹部職員の場合 ， 代表役員へ就く場合 ， 契約関係がある場合 に ついて
規制を強化。資格等をいかした早 期 退職， 教育・研究職員の再就職は， 弾力的な取扱い。透明度の高い再就職の
仕組み について検討
。 在職期間の長期 化を図るため， 年次的・固定的な人事管理の見 直し。個人の能力・業務等を重視した新たな処
遇体系， スタッフ職の活用を検討。 人材パンク等のシステムの整備 についても検討
3 高齢者雇用制度の検討
公務 における高齢者雇用制度として 再雇用 による継続雇用システム（新再任用制度）の導入を検討中。年内
をめど に成案を得て， 意見の申出を予定
。 成熟した高齢社会 における高齢者雇用制度の在り方 について， 65歳定年も視野 に入れつつ， 社会経済情勢を踏
まえヲlき続き＋食言す
4 公務員倫理の確立その他の課題
公務員倫理の確立 に関し， 地方公共団体等へ辞職出向し復職した職員 に係る懲戒処分の在り方や， 人事院の関
与を含めた懲戒手続の整備等について検討
。 政策の企画立案等の各部門 において， 今後一層女性を活用。男女雇用機会 均 等法等の改正 に関連して， セクハ
ラ防止等必要な措置を検討
。 本省庁等における長時間の超過勤務の縮減等． 総実勤務時間の短縮へ向けて検討
。 職種や業務の特 性 に 応じた多様で弾力的な人事運用を可能とする仕組みの導入
-14-
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行政職俸給表（ー）
代職務の級 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 9 級 10級 11級
号 俸 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額
円 円 円 円 円 円 円 円 内 円 円
1 187,000 221,400 239,300 260,000 279,800 301,500 337,000 376,600 426,100 
2 136,300 173,000 194,000 229,700 248,400 269,200 289,200 311, 700 349,300 389.100 440,800 
3 140,700 179,800 201,100 238,200 257,500 278,400 298,900 322,000 361,600 401,700 455,500 
4 145,300 187,000 208,300 247,200 266,300 287,600 308,800 332,600 373,600 414,300 470,300 
5 150,500 192,800 216,200 256,300 275,000 296,800 318,700 343,200 385 500 427,000 485,100 
6 156,400 198,100 224 200 265,000 283, 700 306,300 328,800 353,800 397,400 439,400 499,700 
7 162,500 203,300 232,100 273,500 292;400 315,800 338,900 363,900 409,300 451,600 514,300 
8 168,800 208,500 239,600 282,000 301,100 325,400 348,900 373,700 421,300 463,500 528,900 
9 173 400 213,400 246,200 290,300 309, 700 335,000 358,600 383.500 433,200 475,200 543,500 
10 177,000 217,900 252,700 298 500 318;200 344,500 368,100 393,200 444,400 486,600 558,100 
11 180,000 222,300 259, 100 306,400 326.500 354,100 377,500 402,900 455,000 496,700 569,700 
12 182,700 226,700 264,900 313,900 334,200 363,600 386,600 412,600 465,100 505,900 577,100 
13 185,400 231,000 270,500 321,200 341,900 372,900 395,400 421,800 473,400 513, 700 584,300 
14 187,600 234,400 275, 700 328,300 349,300 382,000 402,600 430,600 480,400 520,900 590,500 
15 189,700 237,500 280,900 334,700 355,200 389,800 408,800 437,100 487,300 525,500 595,300 
16 191,300 240,600 285,600 340,500 360,300 395,800 414,400 443,400 492,100 
17 243,700 289,800 344,600 364,800 401,600 419,200 447,600 496,700 
18 246,600 293,500 348,200 368,500 405,600 423,200 451,800 501,000 
19 248,600 296,900 351,800 371,900 409,500 427,100 455,900 
20 299,400 354,300 375,100 413,200 431,000 459,800 
21 301,600 356,800 377,900 416,900 434，鉛O 463,600 
22 303,800 359,300 380. 700 420,600 438,600 
23 306,000 361,900 383,500 424,300 
24 308,200 364,500 386,300 427,900 
25 310,400 366,900 389.100 
26 312,500 369.300 391,900 
27 314.600 371,700 
28 316,700 374,100 
29 318,800 
30 320,900 
31 323,000 
32 325.100 
備考（ー ） この表は， 他の俸給表の適用を受けないすべての職員 に適用する。 ただし， 第二十二条及び附則第三項に規定
する職員を除く。
（二） 3 級のl号俸を受ける職員のうち， 新たにこの表の適用を受けることとなった職員で人事院規則で定めるもの
の俸給月額は， この表の額 にかかわらず， 183,200円とする。
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行政職俸給表（二）
卜＼ 職 務 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級の 級
号 俸 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額
円 円 円 円 円 円
166,400 185,100 203,000 229,700 258,500 
2 122,100 173,200 191,000 209 200 236,700 265,900 
3 125,800 179,100 197,000 215,700 243, 700 273,400 
4 129,600 185,000 203,000 222, 700 250,800 281,500 
5 133,300 190,300 209,100 229,600 257,800 289,700 
6 137,300 195,400 215,500 236,400 264, 700 298,200 
7 142,100 200,700 222,200 242,700 271,500 306,800 
8 146,900 206,100 228,600 248, 700 277,800 315,200 
9 152,900 211,500 234,900 254,600 283,700 323,400 
10 159,100 216,800 240,800 260,500 289,400 331,300 
11 166,200 222,400 246,500 266,000 295,000 339,100 
12 173,000 227,600 252,200 271,300 300,600 346,500 
13 178,800 232,500 257,500 276,400 306,000 353,800 
14 184,300 237,400 262,700 281,500 311,200 360,300 
15 189,000 242,200 267,700 286,400 316,100 366,800 
16 193,500 246,500 272,400 291,300 321,000 373,200 
17 198,100 250,700 277 ,300 295,500 325,700 379,300 
18 202,200 254,600 282,000 299,200 330,200 384,900 
19 205,900 258,000 286,500 302,500 334,500 390,200 
20 209,000 260,600 290,300 305, 700 338,400 395,000 
21 212,100 262,700 293,100 308,800 342,100 399,800 
22 215,200 264,800 295,700 311, 700 345,500 404, 100 
23 218,100 266,600 298,100 314,500 348,200 407,500 
24 220,900 268,300 300,300 317,300 350, 900 
25 223,300 270,000 302,400 319,900 353,300 
26 225,600 271,800 304 500 322,300 355, 700 
27 227,800 273,600 306,600 324,600 358, 100 
28 230,000 275,400 308,700 326,800 
29 232,100 277,200 310,800 329,000 
30 234,100 279,000 312,900 331,200 
31 236,000 2印，800 314,900 333,400 
32 237,800 282,600 
33 284,400 
備考 この表は， 機器の運転操作 ， 庁舎の監視その他の庁務及びこれらに準ずる業務に従事する職員で人事院規則で定め
るものに適用する。
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教育職俸給表（ー）
｜＼職務の級 1 級 2 級 3級 4 級 5 級
号 俸 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額
円 円 円 円 円
1 256,700 289,900 373,200 
2 163,000 205, 700 269,600 305,100 お8,800
3 171 100 214,500 282,500 320,300 401,400 
4 181,400 223,600 296,400 335,600 414,000 
5 192,200 232,900 310,300 351,000 426,300 
6 199,900 242,300 324,300 366,300 438,200 
7 207,300 255,100 337，卯O 381,600 450,100 
8 214,900 267,800 351,400 393,000 461,900 
9 223,300 280,500 364,900 403,900 473,600 
10 232,700 292,500 375,000 413,800 485,300 
11 240,600 304,500 385,100 423,000 497,200 
12 249,300 316,500 394,900 431,900 508,900 
13 257,500 324,500 403,800 440,600 521,000 
14 265,400 331,500 412,500 448,600 533,000 
15 272,800 338,400 420,600 456,400 544,200 
16 280,200 345, 100 428,300 463,900 554,000 
17 286,900 351, 700 435,800 470,700 563,800 
18 293,500 357,800 443,200 477,200 573,400 
19 299,900 363,900 449, 700 483,500 582,800 
20 306,000 369,900 455,400 489,800 591,400 
21 311,900 375,600 460,800 495,600 598,100 
22 317,100 381,300 464,300 501,300 603,200 
23 321,900 386,300 467,700 506 700 608,000 
24 326,500 390,900 471,100 511,000 
25 330,200 394,300 474,500 514,600 
26 333,600 397,400 477,800 518,100 
27 336,900 400,500 481,000 
28 340,000 403,600 484,200 
29 342,400 406, 700 
30 344, 700 409,700 
31 347,000 412, 700 
32 349,300 415, 700 
33 351,500 418,700 
34 353, 700 421, 700 
35 356 000 
36 358,300 
37 360,600 
38 363,000 
備考 この表は， 大学及びこれに準ずるもので人事院の指定するものに勤務する教授， 助教授， 講師， 助手その他の職員
で人事院規則で定めるものに適用する。
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教育職俸給表（二）
ト＼職務の級 1 級 2 級 3 級 4 級
す口 俸 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額
円 円 円 円
1 315,700 413,500 
2 149,300 193,800 329,500 423,700 
3 155,800 200,600 343,000 433,600 
4 163,000 207,800 353,400 443,500 
5 171,100 215,300 363,800 453,300 
6 180,300 223,100 374 300 462,800 
7 190,300 234,200 384,300 472,300 
8 197,000 245,900 394,300 481 400 
9 203,800 257,900 404,100 490,900 
10 210,500 270,700 413,600 500,500 
11 217,600 283,600 422,800 510 900 
12 225,000 296,900 431,900 520,400 
13 233,200 310,800 440,600 529,100 
14 241,100 324,500 449,100 536,800 
15 249,000 337,300 457,400 541,400 
16 257,100 347,500 465, 700 
17 265,000 357,600 474,200 
18 272,800 367,700 482, 700 
19 280,500 377,300 491,000 
20 287,500 386,700 499,300 
21 294,100 395 800 507,500 
22 300,400 404,000 514,500 
23 306,600 411,600 518,700 
24 321,600 419,100 
25 318,600 426,400 
26 324,500 433,600 
27 330,300 439,700 
28 335,900 445,600 
29 341,200 450,800 
30 345,200 455,500 
31 348,700 460,200 
32 352,000 464,700 
33 355,200 467,700 
34 357,500 
35 359,700 
36 361,800 
37 363,800 
38 365,800 
39 368,000 
40 370,200 
備考（ー ） この表は， 高等学校及びこれに準ずるもので人事院の指定するものに勤務する校長． 教頭， 教諭， 養護教諭．
助教諭， 実習助手その他の職員で人事院規則で定めるものに適用する。
（二） この表の適用を受ける職員のうち， その職務の級が 3級である職員で人事院規則で定めるものの俸給月額 は，
この表の額 に8,200円をそれぞれ加算した額とする。
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教育職俸給表（三）
｜＼ …  級 2 級 3 級 4 級
号 俸 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額
円 円 円 円
1 274,100 408,500 
2 149,300 165,200 287,900 417,500 
3 155,800 173,600 301,800 426, 300 
4 163,000 182,800 315,700 435,100 
5 171,100 193,800 329,500 443,600 
6 180,300 200,600 343,000 452,000 
7 190,300 207,800 353,400 460,300 
8 197,000 215,300 363,800 4印，000
9 203, 700 223, 100 374, 100 475,400 
10 210,300 234,200 383,200 482,700 
11 217,000 245,900 391 ,900 4叩，100
12 224,000 257,900 400,300 497,500 
13 231,500 270,700 408,600 504,200 
14 238,900 2回，600 416,600 509,500 
15 246,000 296,900 424,600 513,600 
16 253,000 310,800 432,300 
17 259,800 324,500 439,700 
18 266,400 337,300 447,000 
19 273,000 347,500 453,900 
20 279,000 357,400 460,200 
21 284,400 367, 400 466,300 
22 289,500 375,900 471 ,300 
23 294,300 384,200 475,800 
24 298,800 392,000 479,600 
25 302,300 399,200 482,800 
26 305,800 406,000 485,800 
27 309,300 412,000 
28 311 ,900 417,800 
29 313,900 423,600 
30 315,900 428,900 
31 317,900 434, 100 
32 319,900 438,600 
33 321,900 442,900 
34 447,200 
35 451,000 
36 .453,600 
備考（ ー ） この表は ， 中学校 ， 小学校， 幼稚園及びこれらに準ずるも ので人事院の指定するも のに勤務する校長 ， 園長，
教頭， 教諭 ， 養護教諭 ， 助教諭その他の職員で人事院規則で定めるも のに適用する。
（ 二 ） この表の適用を受ける職員のうち ， その職務の級が 3 級である職員で人事院規則で定める も のの俸給月額は，
この表の額 に8,000円をそれぞれ加算した額とする。
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医 療 職俸給表（二）
代職務 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級の級
号 俸 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額
円 円 円 円 円 円 円 円
1 208,200 232,000 269,200 311, 700 348,000 414,400 
2 140,900 178,900 215,300 240,400 278，加O 322,000 359,900 426,900 
3 146,500 185,500 222，回O 249,000 288,400 332,300 371,800 439,400 
4 153,300 192,100 230,900 257,600 298,100 342,500 383,700 452,000 
5 160 100 198 700 239 100 266 200 307,900 352,700 395,500 464 600 
6 167,800 205,200 247,500 274,800 317,700 362,600 407,300 477,200 
7 175,400 211,900 256,000 283,500 327,700 372,400 419,500 489,800 
8 181, 700 218,600 264,400 292,300 337,600 382,200 431,700 502,900 
9 188,000 225,500 272,900 301,300 347,300 392,100 443,400 515,900 
10 193,300 232,900 281,400 310,200 356,800 402,100 454,400 528,900 
11 198.600 239,900 289,800 319,000 366,200 412,000 464,800 537,000 
12 203,800 246, 700 298,100 327,500 375,100 421,200 473,400 544,400 
13 208,900 253,300 306,200 335,500 384,000 430,200 480,400 551,400 
14 213,700 259,900 314,100 343,400 392,100 436,900 487,300 558,200 
15 218,200 265, 700 321,700 350,900 398,600 443,300 494,300 563,600 
16 222,600 271,200 329,000 357,000 404,900 447,600 498,800 568,100 
17 226,900 276,400 335,800 362,400 410,100 451,800 503,100 
18 231,200 281,600 342,000 367,600 415,100 455,900 
19 234,700 286,300 346,400 371,300 419,100 459,800 
20 237,800 290,800 350,800 375,000 422,900 463,600 
21 240,800 294,100 354,500 378,600 426, 700 
22 243,300 296,700 357,300 381,800 430,400 
23 245,200 299,100 360,100 384,800 434,000 
24 301,100 362, 700 387,400 
25 303,100 365,300 390,000 
26 305,100 367,600 392,800 
27 307,200 369,800 395,600 
28 309,300 372,100 
29 374,500 
30 376,900 
備考 この表は， 病院， 療養所 ， 診療所等に勤務する薬剤師， 栄養士その他の職員で人事院規則で定めるものに適用する。
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医 療 職 俸 給 表（ 三 ）
＼ 糊の級 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級
号 俸 俸給月額 俸給月 額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額
円 円 同 円 円 円 円
1 223, 800 2 46,700 278,500 315,600 350,100 
2 15 4,200 181, 400 230, 800 25 4,200 287 ,100 325 300 362,000 
3 159 ,800 19 0 ,000 238, 9 00 261,700 29 5,700 335,600 373 , 9 00 
4 165,800 19 9 ,300 2 46, 400 269 ,200 30 4,300 3 46,100 385,800 
5 172,000 205,100 253,800 276,800 313, 100 356, 400 39 7 , 700 
6 180 300 211,000 261 300 28 4 700 321 ,800 366 300 410 100 
7 188, 9 00 217 ,000 268,700 29 2,600 330 ,500 376,200 422,600 
8 19 7 ,600 223 ,500 276, 100 300, 700 339 ,000 386,100 43 4 ,500 
9 202,700 230,500 283 ,600 308 800 3 46,800 39 6,100 4 46,000 
10 207 , 9 00 238,200 29 1 ,300 316, 9 00 35 4,600 406, 300 457 ,200 
11 213,100 2 45,600 29 9 ,100 32 4 , 9 00 362 400 416, 700 468,100 
12 218,500 253 ,000 306, 9 00 332,600 370,100 426, 500 478,000 
13 22 4,300 260, 400 31 4, 400 339 , 9 00 377 , 9 00 435,700 486, 400 
1 4  230,200 267 ,800 321,700 3 47 ,100 385,700 4 4 4, 800 49 4,700 
15 236,000 275, 100 328, 9 00 35 4,200 39 3 , 400 453 , 9 00 502,700 
16 2 41 ,  700 282, 400 335,600 361,200 401, 100 462,300 510,100 
17 2 47, 400 289 ,700 3 42 ,200 367 , 9 00 408, 400 470 ,600 515,100 
18 253,100 29 7 ,000 3 48, 400 37 4,500 41 4,800 478,600 519 , 400 
19 258 , 9 00 30 4,100 35 4,600 381,000 419 ,800 486, 000 523 , 400 
20 264,500 311,100 360,800 387,000 42 4,300 49 0, 9 00 
21 269 , 800 318,000 367 ,100 39 2,500 428,800 49 5, 100 
22 27 4 , 9 00 32 4, 300 373,000 39 7 ,800 432, 9 00 49 8 ,800 
23 279 ,200 330, 400 378, 400 401 9 00 436, 400 
2 4  283,800 336,500 383, 700 405,600 439 , 100 
25 288 100 3 42 ,200 388,000 409 ,100 
26 29 2,200 3 46,600 39 1 ,500 412,600 
27 29 5,800 350, 300 39 4, 700 415,600 
28 29 9 ,200 353 ,800 39 7 ,600 418,200 
29 301,800 356,800 400, 500 
30 30 4,100 359 ,100 403 , 300 
31 306,200 361,300 405,800 
32 308,200 363,500 
33 310, 400 365,600 
3 4  312,500 367 ,800 
35 31 4,600 370,000 
36 316,600 372, 400 
37 318,600 37 4,800 
38 320,700 377 ,200 
39 322,800 
40 32 4, 9 00 
41 327 000 
備考 こ の表は， 病院， 療養所， 診療所等に勤務する保健婦， 助産婦， 看護婦， 准看護婦その他の職員で人事院規則で定
めるものに適用する。
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指 定 職 俸 給 表
号 俸 俸 給 月 額
円
1 5 8 9 ' 0 0 0 
2 6 5 3 ' 0 0 0 
3 7 2 4 , 0 0 0  
4 8 0 4 ' 0 0 0 
5 8 6 7 ,  0 0 0  
6 9 3 1 , 0 0 0  
7 1 , 0 1 7 , 0 0 0  
8 1 ' 0 9 8 ' 0 0 0 
9 1 ,  1 7 7 , 0 0 0  
1 0 1 ,  2 6 0 , 0 0 0  
1 1 1 . 3 3 5 . 0 0 0 
1 2 1 . 3 6 4 . 0 0 0 
備考 この表は， 事務次官 ， 外局 の長， 大 学の学長， 試 験 所
又は研究所の長， 病 院 又は療 養所の長その他の官 職を占
める職員で人事院規則で定めるものに適用する。
印 刷 所
富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉 町 1 丁 目 5- 18
電 話 （ 2 4 ) 1 7 5 5 刊
編 集
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